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TosIo HUZIOKA 1948 Temperature of Water PassIng through a Snow Layer， Low 

Tt mterature ScielL'e 4.代高TithEnglish r・esumep. 28) 

害の)奇をとゴ泊った 7J立の温度ド

藤岡敏夫

( 1lfi1'l.科怒研究の Hllumw王監挙部門〉

水が2まのj音を揺るとき， ぎのくらいの厚さを崩れヨffCになるかをしって必くととは，いろ

いろな問題，ととに融写の問題をどうjう『えるときに必要になる. それで，つぎのような宮験をして

との問題をしらぺた.

第 1[101 cは直径15cmのブリキ践で，底杭のまんなかに穴をとあけ，

短い導管がつけてある.フェルトでよく包んで，なかに零を入れ

る.11， Bは直径1.5cm，長さ scmのiij'i子管制ぬIDような形に細工し

たもので，とれにゴム i全をつかつて~~殴計 Th T21J-::とりつける.水

;脅かιらゴム管によって dに専かれた水は 11を出るときに窓会計

T1の球部を洗ってからしたに溶ちるので，れをよめば，11から落ち

る7Kの混度がわかる.11を手で持ってうどかし， 7Kが宰の支商に一

様に撒かれるよ芝にかげんする.写をとおった71':は βをへて側管わ

ら外え11¥るので， ~.:.~暖計 T2 でそaの温度がわかる.

T21'L7Kがかかりはじめてから 30秒もするとれの温度は一定にな

る.そして， 5分，...，10分たつと急;激に鑓勤しはじめるが，とのとき

にみると，零に 0.5cmほどの穴があいていて，憾の底が見える.第 第 1閲

1~ 

1去に測定結果をまとめた.rまえの温度」は零にはいるまえの，T1ではかった7Kの温度で，
「あとの温度」は穴のあかない零をと沿った水の温度で，れが示す一定温度である.r流れ出す

までの時間」は零の去商に水をまいてから，はじめて零をとたった水が流れ出すまでの時間で

ある.7Kの流量は零のなか，水平な 1cm2を1minに通過する量でるらわした.決印をつけたも

のでは流堂が大きしとの場合には零のうえに約1cmの厚さに水がたまった. ~主治，まわりの

空無から踏Cにったわる熱の影響をみるために，零1J-::いれ十にぴCの7Kを流してみたが，踏を

とおった水はやはり O"Cで、あったから，との影響はほとんどない.

全部で7づの測定のうち，第l表の2呑 4容をのぞいてはみな「あとの温度」が O.ooCで

お低iI1科，等研究所会/e&a，第57波.
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第 1 言受 ある.2，4容では十 0.2
0

Cになっ

|雲の|流れ出すl流 翠 lmlあとの気滋 てゐるが，とれば寒暖計:T2の球部番披浮きまでの時 滋皮溢
cm Ifl号min ¥ c.cfmin.cm2¥ oc oc 皮 'C 

にあたる水の;量がすくないため，
p寺 4.3 0.5 4.8 10.0 

2 6.0 11.0 0.25 10.5 温度のたかい窓筑から寒壊計の捧

。巴B 6.0 14.3 0.46 5.0 0.0 ~-4:7 をうたわってくる熱の影響があら
4 6.5 21.0 0.24 5.9 +0.2 I +5.5 

5 6.5 7.5 0.46 1.0 0.0 十5.5
われたものでるる.流量がすくな

6舗 8.5 0.5 4.8 5.5 0.0 +5.4 いほど「あとの温度Jが O.OOCに
7授 8.5 0.5 5.3 10.0 0.0 十5.2

なる可能性は大きいはやであるか
全F

ち， 2，4容でも質際には O.oocになっていると考えなければならたい.

1宝~~宰の表面で 1 時間]に，水位にして 60mm も塁手がとけるとしても，とれが接客Dなかをとお

るときの流量は 0.1c.c/cm2 minにすぎた0. しかるに.，第1去の7番では流量がその 50俗もあ

るのに，はじめ 1ぴCの水が8.5cmの零をとおると O.OOCになってゐる.したがって，資際の哉

容がとけるときとか，雨がふワたときたe，表面からしみとんでゆく水が，したの零をとかす

というようなととはる9えない.

要 約
議参

積零の表面のとけた水が，しみとんでなかで零をとかすというととがときどきいわれる.

それで，容の居に十 10
0Cぐらいの水をでそそぎ，居をと沿っておちる水の温度をはかったら，い

つも OoCであった.零の上に水がたまるほどにしても(流埜 5c.c/min. cmつ， 4cmの零の唐を

とおると OOCになる.それゆえ，零のなかにしみとむ水はいつで、も oocで，零をととかす力はた

0. 

との研究は，吉田敬授の指導を受けて，文部省科皐研究費で行った.

Resume 

Som巴ofsnow was put into a can of diamet巴r15 cm. and was settled in a form of layer 

on its bottom. Water of temperature above OoC was scattered uniformaly over the surface of 

the号now. Water penetrated into the snow layer and after passing through it flowed out of 

the can by way of a smal1 hole bored at the centre of its bottom. Temperatures t， t2 of the 
water before and after passing through the snow layer were measured. Sevcn measurements 

were conducted under various cIrcml1stances listed be10w 

thickness of the snow layer 

flow velocity of water through the snow layer 

temperature t， 
and thetemperature t2 was I always found to be O.Ooc. 

4.3，...，8.5 cm. 

0.25......5.5 c心/min. cm2
• 

1__10
oC 

It can be said that water attains the eql1iliburium temperature OoC almost immediate1y afte r 

it has penetrated into a: snow layer. 


